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コロナが流行してから自粛生活の連続で、安心して出かけられない日々が続いています。出かけられず

にずっと自宅にいることが、こんなにも疲労し、辛いことだとは思いもしませんでした。ストレスがた

まることは自律神経の乱れや疲労の蓄積などにつながり、心身ともに良くありません。普段はやらない

ようなヨガやストレッチ・年末年始に出来なかった部分の掃除などをすることで、身体の調子が整った

り、部屋が綺麗になることで心をリフレッシュさせたり気分転換をすることが必要なのかと思います。

この他にも自宅でできる自分に合った趣味を見つけることが自粛期間中の課題になっていきそうです

ね。大変なご時世ではありますが、ワクチン等による解決に期待し、乗り切れることを願っています。

皆さん体調に気を付けていきましょう。 

 

今年も鬼たちがやってきました。患者さん達
は新たに身に付けた「全集中、豆の呼吸」で
迎え撃ち、激闘の末、鬼たちを撃退しました。 

梅も満開になって、日向
ぼっこの日差しも暖かくて
眠くなってくるわ。 
春はもうすぐそこね。 
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セントノア病院の保育室に入職して１年３ヶ月を

迎えます。毎日、笑顔あふれるあたたかい先生方

と元気一杯の子供たちは私の活力になり、子供た

ちの笑顔に癒されています。セントノア保育室で

働かせてもらって笑顔の絶えない自分が大好きに

なりました。病院の方々・先生方・子供たちには

感謝の気持ちで一杯です。私が毎日楽しく過ごせ

るのは仕事が充実しているから、そして大好きな

パンスイーツを美味しく食べることに幸せを感じ

ているからです。大好きな物を美味しくいただく

ためにも、大好きなトレーニングを欠かすことな

く、健康を気遣いながら笑顔を絶やさず楽しくこ

れからも仕事に励んでいきたいと思っています。 
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静子さんは山形県の雪深い山奥に生まれ、６人兄弟で中学卒業後、看護学校に進み看護師になりました。

東京の病院に就職し、ご主人と知り合い結婚。２人のお子さんの子育てをしながら、パートで看護師の

仕事を続けておられました。また、ご長男のお嫁さんと海外旅行に行ったり、和裁・洋裁・民謡等々趣

味も多彩で活発に活動されていました。他にも、犬猫をはじめ、ニワトリやリスなど多様な動物が好き

とのことです。当院ご入院後、体調を悪くされたこともありましたが、今ではしっかりコップを握り、

お茶を召し上がっています。早朝、調子の良い時は笑顔で小さいかわいい声で「ありがとう」「大丈夫？」

と話されます。この声が聞けると、とてもうれしくなります。（１病棟介護主任 水村 夏代） 
 

「腹に落ちる」 

最近ネットで見かけ、「これだ！」と思った記事です。（ｗｏｍａｎ ｅｘｃｉｔｅくらし より）日常

的に、納得できた経験を「腹に落ちる」という言い方をします。モヤモヤとした気持ちが消え、すっき

りとしたとても気持ちがいい体験です。 

脳科学者の黒川伊保子さんによれば、これは脳にも身体的にもいい状況にあるのだそうです。人間の脳

は「なるほど」と腹に落ちた時、つかみや直感に関わる小脳という場所が活性化します。（つかみが良

くなければ、腹に落とせないからだそうです。）小脳がポジティブに何かをつかんで活性化すると、免

疫を司る小腸が刺激されると言われています。これがまさに「腹に落ちる」の正体なのだそうです。 

人間、自分がこうだと決意し納得をして行うことは、あまり疲れを感じないで結構頑張れるものではな

いでしょうか。逆に、無理やりやらされることは相当ストレスがたまってしまいます。（息子たちが、

ゲームには感心するほどの集中力を発揮し、勉強は５分やると「疲れた」というのは、まさしくこれだ！） 

コロナ禍で何かと我慢・ストレスを感じる事が多い日常ですが、自分が「これだ！」とつかんだ、ワク

ワクすることを大切にしたいと思います。 

今年は埼玉県が誕生して１５０年を迎えます。明治４（１８７１）年に行われた廃藩置県により、同

年１１月１４日に「埼玉県」が誕生しました。そこで「埼玉の偉人」と呼ばれる実業家渋沢栄一さん

を紹介します。「日本資本主義の父」とも呼ばれ、第一国立銀行（現みずほ銀行）・東京株式取引所（現

東京証券取引所）・王子製紙（現王子ホールディングス株式会社）・東洋紡・ 

帝国ホテルなど５００の企業の設立に関わったといわれています。会社だけ 

に留まらず医療分野でも養育院（現東京都健康長寿医療センター）の院長を 

務めた他、聖路加病院・済生会・東京慈恵会・日本赤十字社の設立など６０ 

０の社会事業に尽力されてきました。今年はＮＨＫ大河ドラマ「青天を衝け 

」の主人公、２０２４年には新一万円札の顔になる事でも注目を集めていま 

す。自宅で過ごす時間が増えている昨今、身近な歴史に触れてみるのも良い 

ものです。 


